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ＯＳ部会

１） 使いやすい人気の無料ＯＳをＵＳＢメモリーに入れて持ち歩いたり、Ｗｉｎｄｏｗｓが起動しなくなった
場合にファイル回復したりする緊急用ＵＳＢを作成しておく。
Ｕｂｕｎｔｕ（ウブントゥ）はＷｉｎｄｏｗｓのハードディスクも認識してＯＳ間のファイル操作が出来る。

公式サイトよりＩＳＯファィルをダウンロードする。
ＯＳ名： Ｕｂｕｎｔｕ（ウブントゥ）9.04 http://www.ubuntulinux.jp/

ライティングソフト（ＩｍｇＢｕｍ等）でＣＤ－Ｒに書き込む。

ＢＩＯＳで起動順位をＣＤ／ＤＶＤドライブに変更してＣＤ－Ｒより起動する。

Ｕｂｕｎｔｕ起動画面でコンピュータに変更を加えないでＵｂｕｎｔｕを使ってみるを指定して
Enterキーを押す。

ＵＳＢメモリーを投入。

Ｕｂｕｎｔｕ起動画面でシステム→システム管理→ＵＳＢスタートアップ・ディスクの作成を実行。
新機能で手軽に作成できる。(図１参照)

データ保存用の領域をＵＳＢデバイスに指定する。
インストールが完了しましたで終了する。

ＵＳＢメモリーから起動するようにバイオスでＲｅｍｏｖａｂｌｅ　Ｄｅｖｉｃｅｓを優先起動に設定して
Ｂｏｏｔ　ＤｅｖｉｃｅｓをＵＳＢメモリー優先起動に設定する。
尚、ＢＩOSがＵＳＢブートに対応していない旧ＰＣは起動できない。

２） ＵＳＢメモリーでＷＩＮＤＯＳのアプリケーションを追加して便利に使う。
StartPortableAppsはエクスプローラ・バックアップ・各種アプリの追加が使用出来る
メニューが起動する。
メニューのオプションから新しいアプリケーションのインストールで追加したり
各追加アプリのダウンロードサイトが新しいアプリケーションの取得で一覧表示できる。(図2参照)

追加例 ＦＴＰ転送
Ｗｅｂソフト
メールソフト
ポータブル化ソフト
オープンオフィス
ＰＤＦビュアー
画像編集ソフト
動画再生ソフト
ファイル操作ソフト
暗号化ソフト



図１　ＵＳＢスタートアップ・ディスクの作成を指定する。

図2 各種アプリケーションがダウンロードできる。

選択


